
記入者名
記入年月日
学部・研究科名
学科・専攻等名
コース等名

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる題
目・問題・テーマ等を箇条書に記入す
る。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき最低
限の（行動）目標を学生が主語で行為動詞
を使用して箇条書に記入する。）

１．人と動物との関
係を理解し、知識を
得る方法と考え方を
習得する。

２．食資源とその
安全性の確保に関
して理解し、知識
を得る方法と考え
る方法を習得す
る。

３．高度獣医療な
らびに最新の生命
科学を理解し、知
識を得る方法と考
え方を習得する。

４．英語をはじめ
とする外国語に通
じる能力を養う。

５．正確に理解
し、それを明解に
発表できる能力を
養う。

６．明晰かつ批判
的に思考する能力
を養う。

獣医学概論 新入生へのオリエンテーションをかね
て、獣医学の現状などが紹介される。

獣医学科各講座の研究、家畜病院の概要、
連合獣医研究科等の紹介、獣医学全般の国
内外の情勢、獣医学領域における最近のト
ピックスなどについて学ぶ。

○ ○ ○ ○ ○

獣医発生学

家畜の生殖子発生、排卵や受精を含む胚
子前期、原腸胚形成などの形態形成、お
よび組織と器官発生を解説する。

動物体の構造を正確に知ることは獣医学の
基礎的、臨床的理解において重要である。
動物の体の構造の理解には、静的構造の理
解に加えて、機能、及び受精卵からはじ
まって加齢に至るまでの成長に伴う動的構
造の変化を知ることも含まれる。発生学を
理解することで、体の各構造のできかたを
知るだけではなくて、各構造間の相互関係
をより合理的に把握できるようにすること
が目標である。また、体の構造には機能的
観点、あるいは空間的配置から見て理解し
にくいものが多々あるが、それらの多くは
発生学的な説明により説明できるものが多
いことから、解剖学的記載の理解にも必須
である。

◎ ○

◎

○ ○

獣医組織学 ◎ ○ ◎ ○ ○
獣医組織学実習 種々の細胞から構成された機能的な構造

である組織の形態を自らの眼で習得する
ことを
目標とする。組織の一般的形態を光学顕
微鏡的に観察する。

種々の細胞から構成された機能的な構造で
ある組織の形態を自らの眼で習得すること
を目標とする。

◎ ◎ ○ ○

獣医解剖学 骨学・筋学・内臓学・脈管学・神経学に
関して系統および局所解剖学的に解説す
る。特に、その相互の関連性に注目す
る。また、種差に関して比較解剖学的に
解説する。その際、野生動物についても
比較する。

獣医・畜産学で取り扱う哺乳類・鳥類を中
心として、動物の生体の基本的構造、解剖
学の基礎知識を自らの手で習得することを
目標とする。

◎ ○ ◎ ○ ○

獣医解剖学実習 獣医・畜産学で取り扱う哺乳類・鳥類を
中心として、動物の生体の基本的構造、
解剖学の基礎知識を自らの手で習得する
ことを目標とする。骨学・筋学・内臓
学・脈管学・神経学に関して系統および
局所解剖学的に実習を行う。

獣医・畜産学で取り扱う哺乳類・鳥類を中
心として、動物の生体の基本的構造、解剖
学の基礎知識を自らの手で習得することを
目標とする。

◎ ○ ◎ ◎ ◎

獣医生理学 生理学は正常な生命現象、つまり恒常性
を維持し、変化を発生させるメカニズム
理解する学問で、生命あるシステムを科
学する学問といえる。さらに獣医生理学
では動物種（（綱・目・科・属・種）に
よる差を理解することが重要となる。
講義は細胞、組織、器官別に行い、最終
的に個体理解できるように進めていく。

１、 生体の恒常性維持、変化を生み出すメ
カニズムを細胞、組織、器官、そして個体
レベルでその概要を説明できる。
２、 獣医生理学で学んだ知識によってさま
ざまな疾病の発生のメカニズムを推測する
ことができる。
３、 動物種間の機能の違いについて説明で
きる。

◎ ○ ◎ ○ ○

獣医生理学実習 実験動物の適切な取り扱いかたを理解す
る。生きた個体、組織、細胞からの情報
を記録する基礎的方法を理解、身につけ
ることを目標とする。

機能の理解するための手法、考え方を学
ぶ。

◎ ○ ◎ ○ ○

カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

2008年4月1日
農学部
獣医学科

学科・研究科等のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）学科・研究科等のカリキュラム

学部・研究科の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 学科・専攻科等の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
動物と人の福祉に寄与する獣医師の養成、すなわち小動物や産業動物、野生動物の獣医療及び公衆衛生学のための教育研究を行い、地域社会の発展に寄与し、ま
た国際的に活躍できる人材を育成するとともに、獣医学分野での先導的な研究の発信を行う。



獣医生化学 生化学は生命現象を化学の目で（または
物質レベル）で説明しょうとする学問で
ある。本授業は，生化学の基礎を理解す
るとともに高学年になって開講される応
用，臨床獣医学を理解するための基礎と
して設定されている。本授業は，並行ま
たは連続して開講される「分子生物学概
論」「生物化学」と連係をとり全体で現
代「生化学，分子細胞生物学」を統一的
に理解するようシラバスが組まれてい
る。

生体内で起こっている基本的な化学反応を
理解する。同時に，物質レベルで生命現象
をながめる姿勢を養う。

○ ○ ◎ ○ ○

獣医生化学実習 タンパク質，酵素，ＤＮＡという生体を
構成する基本的な成分に関して，その生
化学的
な扱い方の基礎的な実習をおこなう。

生化学の主要な対象であるタンパク質，酵
素，ＤＮＡをあつかう基本的な手法を学
ぶ。さらに，定量的なデータのとり方，お
よびまとめ方を習熟する。

○ ○ ◎ ◎ ◎

獣医薬理学 広範な薬物をその主作用別に整理し、薬
物が生体機能におよぼす作用とその機序
を体系的に学ぶことにより、臨床におけ
る薬物治療の基礎を与える。

多くの薬物の作用機序を体系的に理解させ
る。臨床治療のにおいて適確に薬物を選択
し、投与できるようになるのが目標であ
る。

○ ◎ ◎ ○ ○

毒性学 ・一般毒性や特殊毒性など毒性学総論
・生理的ならびに薬理学的な反応を基礎
とした毒性の発生機構
・毒性の有無を明らかにする各種の毒性
試験
・社会においてトピックとなっている薬
理学・毒性学に関する知見

・獣医師としての毒性学における知識を持
つ
・毒性試験の種類とその特徴について理解
している
・社会的に問題となっている、毒性学・薬
理学に関する事項について理解し議論でき
る

○ ○ ◎ ○ ○

獣医薬理学・毒性学実習 講義で学習した薬物の作用を復習すると
ともに、その作用機構について理解を深
める。行動様式などへの毒性作用を学習
し、レポートにまとめる能力を養う。
・中枢神経、末梢神経、循環器系への薬
物の作用
・炎症、胃酸分泌、泌尿に対する薬物の
作用
・消化管運動、血圧への薬物の作用

・薬の作用点を、細胞、組織および個体レ
ベルで理解している。
・薬理・毒性学実験に必要な基礎的手技を
習得し、薬理学的思考ができる。
・実験において得られた結果を簡潔にまと
め、考察し、説明することができる。
・コンピュータを用いた科学計算、統計処
置、グラフ作成ができる。

○ ○ ◎ ◎ ◎

獣医微生物学免疫学総論 動物に病気を引き起こす病原因子として
様々な微生物が関係している。中でも細
菌・ウイルスはその主要な部分を形成し
ている。これらの微生物の特性を理解し
て病気の予防・治療法の基本的な考え方
を学ぶ。

微生物学（細菌学、ウイルス学）の基本的
知識の習得を目指す。背景の知識として必
要なものとして分子生物学が有るが、これ
は時間内で触れることによって関心を深め
てもらう。

◎ ◎ ◎ ○ ○

獣医微生物学免疫学各論 個別病原体の性質と病原性を学ぶ 知識を得ることに最大の重点が有る。病原
体の一般的性状と病原性の多様性などをき
ちんと区別して理解し、記憶につなげるこ
と。

◎ ◎ ◎ ○ ○

獣医微生物学免疫学実習 細菌培養法、生物学的性状検査、抗原抗
体反応、ウイルス分離法、動物実験法等
の初歩的な実験方法から始めて、個別細
菌の性状検査、与えられた細菌の同定作
業を行う。

微生物学的手技、観察法の習得を目標とす
る。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

獣医病理学総論 病理学とは病気の本態を究明する学問で
ある。総論では各臓器に現われる同じ種
類の病変を一まとめにして、退行性病
変、進行性病変、循環障害、免疫病理、
炎症、腫瘍と奇形に分類し、それら病変
について形態学的変化を基盤にして講義
する。

知識・理解の観点：国家試験の出題項目に
答えられるか。
思考・判断の観点：基礎科目の習得の上に
病的変化を理解しているか。
関心・意欲の観点：臨床科目の理解の基礎
的知識を獲得したか。
態度の観点：講義に積極的に出席している
か。

○ ◎ ◎ ○ ○

獣医病理学各論 獣医病理学は生体に生じる様々な形態学
的変化を病理発生論的に学ぶ学問であ
る。動物の各臓器・組織は解剖学的・生
理学的にみて異なった機能を有してお
り、それぞれの臓器・組織によって病変
の発生に特徴がある。臓器・組織別に原
因並びに発病機構を解説する。獣医学の
分野では産業動物のほかに種々の動物を
対象にしており、それぞれの動物種にお
ける好発病変の違いについても習得し、
さらに診断学の基礎的知識の習得と臨床
への展開をはかる。

知識・理解の観点：１．各臓器・組織の肉
眼的、組織学的及び電子顕微鏡的レベルで
の各病理変
化の説明ができる。２．原因別に各種疾患
の発病機構の説明ができる。３．各器官系
の病理変化の関連を説明できる。　　思
考・判断の観点：１．様々な形態的変化を
動的にとらえて、その経過の説明ができ
る。２．形態的病理変化と生理機能異常の
関連を説明できる。　　関心・意欲の観
点：発病のメカニズムについて関心を持
ち、自分なりに解釈しようとする意識を持
つ。　　技能・表現の観点：解剖学、生理
学及び病理学の用語を用いて、口頭及び文
章による適切な表現ができる。

○ ◎ ◎ ○ ○



獣医病理学実習 家畜・家禽の疾病の病理学的診断に関す
る基礎的知識・技術の修得を目的とす
る。各種
動物の病理解剖学的検査法の実習を行う
とともに、総論に従って基本的病変の基
本的病
変の顕微鏡による組織学的変化を観察し
て、その原因と発病機序などについての
理解を
深める。

知識・理解の観点：講義で習得した知識を
生かしているか。
思考・判断の観点：観察によって病変を把
握できるか。
関心・意欲の観点：実習に積極的に参加し
ているか。
態度の観点：疑問点について、納得するま
で解決しようと言う態度があるか。
技能・表現の観点：病変を端的に表したス
ケッチができるか。

○ ◎ ◎ ◎ ◎

獣医内科学 動物の内科疾患について、各器官別に総
論的および各論的にその原因、病態、診
断、治療、予防等について解説する。な
お、ウイルス、細菌、寄生虫等の感染症
の多くはそれぞれの専門講義に委ねる。

知識・理解の観点：個々の疾病について、
その原因、病態、診断、治療、予後、予防
等について
理解すること
思考・判断の観点：授業での説明の順序と
は逆に、症状から考えられる疾病をあげる
ことができ
（鑑別診断）、どのように診断を進めてい
くか（診断計画）、また病態、治療、予後
および予防法について説明できるようにな
ることが最終的な獣医内科学の目標である
関心・意欲の観点：基礎科目（解剖、生
理、薬理等）を復習した上で授業に臨む
技能・表現の観点：専門用語を適切に使え
る

○ ○ ◎ ○ ○

獣医内科学実習 動物の疾患をいかに診断していくのかに
ついて、問診、身体検査など一般的なア
プローチの方法を習得するとともに、血
液や尿などの材料の採取方法、ならびに
確定診断を導くためのさまざまな臨床病
理検査法を実習する。

知識・理解の観点：１．基本的な診察の手
技を習得する　２．基本的な臨床検査法の
意義を理解し、また実施することができる
思考・判断の観点：問診や症状、身体検査
の結果から必要な検査項目を選択し、診断
計画を立てることができる。
関心・意欲の観点：自主的かつ積極的に取
り組む
態度の観点：自主的かつ積極的に取り組む
技能・表現の観点：専門用語を用いて適切
な表現ができる

○ ○ ◎ ◎ ◎

獣医寄生虫病学 獣医臨床、家畜衛生または公衆衛生上重
要な寄生虫病について概説する。蠕虫
（ぜんちゅう）類、原虫類および節足動
物について、分類、形態、生態および生
活環などの基礎的な生物特性を解説する
とともに、寄生による症状、診断法およ
び予防法について講述する。

知識・理解の観点：１．分類、形態、生態
および生活環などの基礎的な生物特性を理
解する　２．寄生による症状、診断法およ
び予防法を理解する
思考・判断の観点：１．どのような場合に
寄生虫病を疑うべきか説明できる　２．寄
生虫病にどのようにアプローチするか説明
できる
関心・意欲の観点：獣医臨床、公衆衛生、
家畜衛生各分野における寄生虫病の意義に
ついて正しく理解している
態度の観点：出席は80%以上
技能・表現の観点：専門用語を適切に用い
て、寄生虫病学に関する事項を口頭および
文章で適切な表現による説明ができる

◎ ◎ ◎ ○ ○

獣医寄生虫病学実習 家畜の寄生虫の形態および生態について
標本や実際の材料を用いて観察または実
験を行い、また獣医寄生虫病に関する基
本的な臨床検査・診断技術について実習
する。

知識・理解の観点：１．獣医分野において
重要な寄生虫の形態や生態を実際に観察す
る　２．基本的な臨床検査手技および診断
技術を取得する
思考・判断の観点：鑑別診断の考え方がで
きる
関心・意欲の観点：自主的かつ積極的に取
り組む
態度の観点：自主的かつ積極的に取り組む
技能・表現の観点：専門用語を用いて口頭
および文章で適切に病態を表現できる

◎ ◎ ○ ◎ ◎



獣医伝染病学 獣医の対象となる感染症に対して、疫
学、病原体、臨床症状、病原体診断、病
理診断、治療法、予防法を総合的に学
ぶ。

知識・理解の観点：伝染病に対する予防
法・治療法・診断法を総合的に理解すると
ともに、個々の感染症についての理解を深
める。
思考・判断の観点：新規に発生した伝染病
に対して、正しく診断し、予防・治療でき
る思考力を高める。
関心・意欲の観点：新聞等で話題になって
いる伝染病に対して深い関心を持ち、正し
く情報収集できる意欲を持つ。

◎ ◎ ◎ ○ ○

獣医外科学総論 動物外科疾患の診断法、損傷、創傷治癒
および感染、外科侵襲に対する生体反
応、輸液、麻酔法、外科手術の基礎知
識、ショックと救急療法、化学療法と理
学療法、腫瘍性疾患など、獣医外科の基
礎について講述する。

知識・理解の観点：1.獣医外科の基礎一般
について説明できる。2.外科手術の基本に
ついて説明できる。3.基本的外科療法につ
いて説明できる。4.外科診断の基本につい
て説明できる。5.救急療法について説明で
きる。6.麻酔の基本について説明できる。
7.外科侵襲の機構とその予防と治療につい
て説明できる。8.腫瘍の診断治療の基礎に
ついて説明できる。　思考・判断の観点：
1.さまざまな外科的侵襲における生体の病
態的変化の発生機序を説明できる。2.さま
ざまな外科的侵襲における生体の病態的変
化の診断に関して説明できる。3.さまざま
な外科的侵襲における生体の病態的変化に
対して基本的な対処法を説明できる。

○ ○ ◎ ○ ○

獣医外科学各論 各種動物における皮膚疾患、ヘルニアな
どの体腔の疾患、眼科疾患、頭部周辺の
疾患、心・大血管系などの循環器疾患、
鼻・咽喉頭・気管・肺などの呼吸器疾
患、口腔・歯科・食道・胃・腸管・肝・
脾・膵などの消化器疾患、腎臓・膀胱な
どの泌尿器疾患、生殖器疾患、脳・脊髄
などの中枢神経系疾患、骨・関節・蹄病
などの運動器疾患について、診断法と治
療法を講述する。

○ ○ ◎ ○ ○

獣医外科学実習 犬と牛、あるいは動物モデルを中心に、
動物の保定法、麻酔法、術後疼痛管理、
消毒法、一般外科手術ならびに整形外科
手術などの手技について実習を行う。

各種動物の保定法、麻酔法、術後疼痛管
理、消毒法、一般外科手術ならびに整形外
科手術などの手技について実習を行い、獣
医外科学の診断や治療法について理解を深
めることを目標とする。

○ ○ ◎ ◎ ◎

獣医繁殖学Ⅰ ◎ ◎ ◎ ○ ○
獣医繁殖学Ⅰ実習 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
獣医繁殖学Ⅱ ◎ ◎ ◎ ○ ○
獣医繁殖学Ⅱ実習 家畜の繁殖障害に対する処置方法とし

て、発情検査のための直腸・膣検査法、
人工授精およびホルモン処置,乳房炎診
断・予防技術等の基礎的な技術を習得す
ると共に、受精卵の回収および評価等応
用面での理解を深めることを目的とす
る。また、胚移植に関する一連の先端技
術に対する理解を深める。

知識・理解の観点：１．卵巣・子宮・膣の
所見が説明できる。　２．卵巣のホルモン
反応について議論できる。　３．臨床現場
での新技術に関する知識が高まる。　４．
乳房炎の治療・予防法について議論ができ
る。
思考・判断の観点：１．ウシの繁殖障害に
おける最適のホルモン治療方法が選択でき
る。　２．形態による胚の評価ができる。
技能・表現の観点：１．卵巣所見による発
情周期の判断ができる。　２．乳房炎の診
断ができる

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

家禽疾病学 鳥類、特に鶏に発生する諸疾病につい
て、原因、臨床症状および発生状況（疫
学）、予防並びに治療を講議する。疾病
は原因別に大別する。なお、鶏の解剖学
的、生理学的および免疫学的特徴、さら
には養鶏産業の実態などについても触れ
る。

知識・理解の観点：国家試験の出題項目に
答えられるか。
思考・判断の観点：基礎科目との関連で理
解しているか。
関心・意欲の観点：臨床関連科目と有機的
に関連づけて理解しているか。
態度の観点：講義に積極的に出席している
か。
技能・表現の観点：設問に的確に答えられ
るか。

◎ ◎ ◎ ○ ○

獣医放射線学Ⅰ まず、物質や生体に対する放射線の化学
作用や生物作用を理解するために必要な
基礎的事項を解説する。次に、Ｘ線発生
装置、付属装置、Ｘ線撮影用器材、Ｘ線
ＣＴ、磁気共鳴、画像（ＭＲＩ）診断、
関係法規などについて講述する。

臨床獣医学で診断や治療に利用される放射
線、特に放射性同位体やＸ線についての理
解を深めることを目標とする。

○ ○ ◎ ○ ○



獣医放射線学Ⅰ実習 基本的なＸ線写真の撮影法、各種造影法
や特殊撮影法、獣医領域における代表的
な疾患のＸ線所見とその読影について実
習を行う。さらに内視鏡、超音波検査
法、関節鏡、腹腔鏡検査の実習を行う。

基本的なＸ線写真の撮影法、各種造影法や
特殊撮影法、獣医領域における代表的な疾
患のＸ線所見とその読影、さらに内視鏡、
超音波検査法、関節鏡、腹腔鏡検査の実習
を行い、獣医放射線学の基礎的理解を深め
ることを目標とする。

○ ○ ◎ ◎ ◎

獣医放射線学Ⅱ 獣医臨床（小・大動物）における代表的
な疾患を診断する上で必要なＸ線フィル
ム読影の知識、各疾患の代表的なＸ線
像、超音波および各種断層撮影(MRI，CT
等)の応用について講述する。また腫瘍性
疾患に対する放射線治療の基礎と応用に
ついても講述する。核医学の概要、放射
性医薬品、ＲＩによる診断および治療に
ついて講述する。

獣医臨床（小・大動物）に必要なＸ線フィ
ルム読影の知識、各疾患の代表的なＸ線
像、超音波および各種断層撮影(MRI，CT等)
の応用、放射線治療の基礎と応用、核医学
の概要、放射性医薬品、ＲＩによる診断お
よび治療について、理解力と応用力をつけ
ることを目標とする。

○ ○ ◎ ○ ○

獣医放射線学Ⅱ実習 農学部附属家畜病院に設置されている、
Ｘ線装置や、Ｘ線ＣＴや核磁気共鳴画像
診断装置を用いた実際の撮影法や診断法
などの実習のほかに、医学部放射線関連
施設についても見学実習し、最終的には
総合画像診断と放射線治療の実習も行
う。

Ｘ線ＣＴや核磁気共鳴画像診断法などにつ
いても実習し、最終的には総合画像診断と
放射線治療の実習も行い、獣医放射線学の
基礎と応用に関しての理解を深めることを
目標とする。

○ ○ ◎ ◎ ◎

臨床実習 実際の獣医臨床の場に参加し、患者を前
にして、問診、診察、問題点の整理なら
びに、検査の選択、診断、治療、予防活
動といった一連の診療活動を実際に体験
する。

１）動物（コンパニオンアニマルおよび産
業動物）の一般的診察の方法と、内科およ
び外科的な疾患の診断・治療法を理解す
る。２）論理的な診断・治療・予防のアプ
ローチの考え方を習得する。

◎ ○ ◎ ◎ ◎

獣医衛生学 衛生学的概念と家畜管理概要（生産・飼
養）について学び，また、伝染病の基礎
として免疫学につて講義を行い、人や動
物の体がいかにして外界から守られてい
るか、その仕組みについて学ぶ。また、
正常状態では保たれている免疫応答のバ
ランスが破綻した場合には生体にどのよ
うなことが起こるかを学ぶ。

衛生学の基本的概念と生産・飼養衛生にお
ける管理手法と問題を認識・解決する力を
涵養する。免疫学については、感染などの
危険にさらされた場合、どのようなメカニ
ズムで人や動物がそれに対処しているかを
理解し、また、正常状態でもどのような免
疫応答により生体のバランスが保たれてい
るかを理解することを目標とする。

○ ◎ ◎ ○ ○

獣医衛生学実習 一般的な衛生試験法に習熟することを目
的として，基本的な化学的測定原理およ
び実験手技を水質検査を通じて実習す
る。また，併せて実際的な水質の検査，
汚水処理，浄水方法についても学ぶ。

獣医衛生学の中でも重要な環境衛生におけ
る水質検査の意義を学ぶとともに，測定手
技の習得を目標とする．

○ ○ ◎ ◎ ◎

獣医公衆衛生学総論 公衆衛生とは、人間集団を対象として、
疾病の予防、健康の保持、増進ならびに
福祉の向上をはかり、人に人としての肉
体的・精神的・社会的機能を発揮させる
ことを目的としている。このような公衆
衛生学を獣医学的側面から衛生概念及び
疾病を中心にして概説する。

 公衆衛生学の概念について習得するため，
集団としての人の健康について考察し，こ
れに関わる種々の因子について理解を深め
る．また，人と動物の共通感染症について
も理解する．

◎ ◎ ◎ ○ ○

獣医公衆衛生学各論 公衆衛生とは、人間集団を対象として、
疾病の予防、健康の保持、増進ならびに
福祉の向上をはかり、人に人としての肉
体的・精神的・社会的機能を発揮させる
ことを目的としている。このような公衆
衛生学を獣医学的側面から食品衛生、環
境衛生、動物の保護、管理と公衆衛生を
中心にして概説する。

公衆衛生各論では，主に動物由来の食品に
よって生じる疾病，すなわち，食品由来感
染症，食中毒などについて理解し，その予
防法について考える．また環境衛生では
上・下水衛生，畜産環境について学ぶ．さ
らに動物の保護・管理の考え方について理
解する．

◎ ◎ ◎ ○ ○

獣医公衆衛生学実習 基本的な公衆衛生学検査法を修得するこ
とを目的として，牛乳などの食品あるい
は飼料について理化学的あるいは生物学
的検査を実習する。これらを通じて公衆
衛生管理あるいは検査の意義について学
ぶ。

公衆衛生における食品衛生管理の意義を学
ぶとともに，基本的な公衆衛生検査法に習
熟する．

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

実験動物学 実験動物を対象として、感染制御、環境
制御、遺伝制御等について述べるととも
に、比較生物学的（動物の諸性状につい
ての種間の異同を明確にする）視点から
解説する。

知識・理解の観点：国家試験の出題科目に
答えられるか。
思考・判断の観点：基礎科目との関連で理
解しているか。
関心・意欲の観点：疑問点について質問す
るか。
態度の観点：講義に積極的に出席している
か。

◎ ○ ◎ ○ ○



実験動物学実習 各種の実験用小動物を対象としての飼育
管理、実験手技および剖検法の習得を目
的とする。各種薬剤投与法、採血法およ
び組織標本の作製についての実習を行
う。設備の整備された動物実験施設の見
学およびビデオによる紹介を行う。

知識・理解の観点：講義で習得した知識を
生かしているか・
思考・判断の観点：観察によって病変を把
握できるか。
関心・意欲の観点：実習に積極的に参加し
ているか。
態度の観点：疑問点について質問したか。
技能・表現の観点：動物を扱う上で手技は
上達したか。

◎ ○ ◎ ◎ ◎

魚病学 魚類の形態、生理、免疫機構などの基本
的事項を講述するとともに、魚類のウイ
ルス病、細菌病、寄生虫病及びその他の
疾病について、その病因、症状、病理、
診断法並びに予防・治療法などを解説す
る。

知識・理解の観点：疾病別の病因と病理学
的特徴に関する知識を習得するとともに、
変温動物である魚類の、哺乳動物とは異な
る生理や免疫機構について理解する。
思考・判断の観点：試験の解答及びレポー
トが論理的で、しかもあらゆる観点からと
らえて論じられている。　　関心・意欲の
観点：授業中によく質問し、レポートも多
くの文献・資料をもとにまとめられてい
る。　　態度の観点：居眠り、私語もな
く、授業に集中し、質問も多い。

○ ◎ ◎ ○ ○

獣医畜産法規 農林、厚生、環境部門における獣医師関
連諸法を解説

知識・理解の観点：獣医畜産関係の主要法
規を説明できる．
思考・判断の観点：主要法規の基本理念と
獣医師の役割(獣医倫理と獣医師の義務)に
ついて述べることができる．
関心・意欲の観点：獣医師としての社会的
な役割に関心を持つことができる．
態度の観点：日常生活の中で獣医師の役割
について主体的に考えることができる．

◎ ◎ ○ ○ ○

専修獣医解剖学 最近のホットな話題をピックアップし、
その解説と今後の展望に関して、討論を
行い、独創的なアイデアを培うことを目
標とする。話題に関する情報は前もって
提供し、それを元に各自勉強してもら
い、各自の意見・考えを授業時間中に発
表してもらう。

最近のホットな話題をピックアップし、そ
の解説と今後の展望に関して、討論を行
い、独創的なアイデアを培うことを目標と
する。

◎ ○ ◎ ○ ○

専修獣医生理学 特に獣医神経生理学を講義する。 運動の制御を理解する。 ○ ○ ◎ ○ ○
専修獣医薬理学 獣医薬理学の重要項目を体系的に整理し

た後、最新の薬理学における成果につい
て概説する。

知識・理解の観点：疾病動物の治療に用い
る薬物の主作用と副作用を適切に説明でき
る。複数の薬物の相互作用を説明できる。
思考・判断の観点：疾病動物の治療におい
て、適切な薬物を選択し投与できる。
関心・意欲の観点：薬物の生体への作用と
作用機構について常に関心をもつ。

○ ○ ◎ ○ ○

専修獣医病理学 産業動物・伴侶動物・実験動物等の細菌
性・ウイルス性・真菌性・寄生虫性疾患
について、講議を行う。

知識・理解の観点：スライドを提示して質
疑応答する。
関心・意欲の観点：出席しているかどう
か。

○ ◎ ◎ ○ ○

専修獣医微生物学免疫学 時々の話題を課題として講義する。感染
症の研究法について講義する。

◎ ◎ ◎ ○ ○

専修毒性学 ○ ○ ◎ ○ ○
専修獣医内科学 ４、５年次に学習した獣医内科学の総ま

とめ的な講義である。実際の臨床例を中
心に、検査データの読み取りを行い、問
題点を探り、次にどのような検査、治療
が必要かを考えることを通して、内科的
な診断・治療の進め方を学ぶ。

知識・理解の観点：病態、治療および予防
法について説明できるようになること
思考・判断の観点：
症状および身体検査所見から考えられる疾
病をあげることができ（鑑別診断リストの
作成）、またどのように診断治療を進めて
いくか（診断治療計画の立案）を企画する
ことができる
関心・意欲の観点：自主的かつ積極的であ
ること
態度の観点：自主的かつ積極的であること
技能・表現の観点：患者の状態を論理的に
専門用語を用いて適切に表現できる。また
病態、診断、治療計画をわかりやすく説明
することができる。

○ ○ ◎ ○ ○

専修獣医外科学 実際の獣医臨床においては、それぞれの
疾患に関する正確かつ最新の知識に基づ
いた適切な対応が求められる。本講では
高度化する小動物臨床に対応するため
に、臨床的に重要な疾患に対して行われ
ている最新の診断・治療技術について、
最近のトピックスを交えながらより現実
的側面から講述する。また大動物では実
際の症例について講義する。

高度化する小動物臨床に対応するために、
臨床的に重要な疾患に対して行われている
最新の診断・治療技術について、最近のト
ピックスを交えながらより現実的側面か
ら、また大動物では実際の症例について講
義を行い、獣医外科学の理解を深めること
を目標とする。

○ ○ ◎ ○ ○



専修獣医繁殖学 産業動物の品種改良を目的とした新しい
研究分野について理解を深めることを目
的とする。近年、普及並びに研究開発が
進んでいる受精卵（胚）移植、体外受
精、胚の凍結保存、胚の性判別や胚の割
球、体細胞を核としたクローン胚の移植
による産子の作出について解説する。

◎ ◎ ◎ ○ ○

専修獣医病態生理学 各臓器・代謝疾患の病態発生機序を解説
する。すなわち、病気の成り立ち・経
過・予後といった一連の病態変化を講義
する。

知識・理解の観点：発病機序には免疫防御
機序の破綻、臓器機能の不全、炎症反応に
よる生体組織傷害などが複雑に関係して症
状発現へと進行していく。この機序の理解
は診断治療の理解へと直結するものであ
る。

○ ○ ◎ ○ ○

専修獣医伝染病学 近年社会的に需要が高くなっている小動
物臨床、その中心である伴侶動物のウイ
ルス病とその他の感染症に関する基礎的
知識を教授し、それらの動物の健康管理
ばかりでなく、生活環境を共有するゆえ
に起こりうる公衆衛生上の問題について
も考える機会を与える。

知識・理解の観点：１．イヌ・ネコの代表
的なウイルス病を説明できる。２．イヌ・
ネコの臨床的に重要な感染症について説明
できる。３．それらの疾患の適切な診断法
が説明できる。４．それらの疾患の適切な
予防と治療方法について説明できる。
思考・判断の観点：１．習得したそれぞれ
の疾患に関する知識をもとに、実際の臨床
面での類症鑑別することができる。２．千
差万別な動物個体に対する適切な予防措置
が策定できる。　　技能・表現の観点：
１．習得した知識をもとに、より平易な表
現で、愛玩動物の飼い主に対して、医師と
して当該の病気を説明することができる。
２．一般社会に対して、公衆衛生的観点か
ら、それらの疾患がどのような意味合いを
有しているのか説明できる。

◎ ◎ ◎ ○ ○

専修獣医放射線学 基礎放射線学および生化学、分子生物学
に関する総復習を行うとともに、最近の
トピックをも合わせてとりあげ概説す
る。

卒業を前にして、基礎放射線学や生化学、
分子生物学の分野で、これまでの履修が不
十分であったところを補うとともに、関連
する最近のトピックにも触れる。

○ ○ ◎ ○ ○

専修獣医衛生学 獣医衛生学に関連する最新の情報を専門
ジャーナルの最新論文の購読・ビデオの
視聴などにより学ぶ。

獣医衛生学に関する最新の知見について理
解するとともに，新たな動向や問題点につ
いて討議しうる能力を養う．

○ ◎ ◎ ○ ○

専修獣医公衆衛生学 獣医公衆衛生学に関連する最新の情報を
専門ジャーナルの最新論文の購読・ビデ
オの視聴などにより学ぶ。

獣医公衆衛生学の最新の情報を取得する。 ◎ ◎ ◎ ○ ○

専修獣医寄生虫病学 獣医臨床、公衆衛生、家畜衛生各分野に
おける代表的な寄生虫病について概説す
る。また、最近の寄生虫病におけるト
ピックや、エキゾチックアニマル、動物
園動物、野生動物等の寄生虫病について
紹介する

知識・理解の観点：提示された寄生虫病ス
ライドについて、適切な診断ができ、その
根拠を説明できる、あるいは確定診断に必
要な検査法について説明できる。　　思
考・判断の観点：感染経路と、当該あるい
は周囲動物・人への意義について説明でき
る。　　関心・意欲の観点：寄生虫病全般
について適切な理解をしている。　　技
能・表現の観点：専門用語を適切に用いて
説明できる。

◎ ◎ ◎ ◎ ○

専攻演習 専門性をたかめること，最近の関連分野
についての情報，知識を得ること，英文
の論文を読み，理解する訓練及びこれを
要約して人に説明する訓練を行う。

最近の関連分野についての情報，知識を得
ること，英文の論文を読み，理解する訓練
及びこれを要約して人に説明する訓練を行
うこと、および専門分野の研究に関する新
しい技術の理解と修得を目指す。

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

卒業論文 学生所属研究室の分野のテーマ研究を通
して、科学の方法論、基本的な実験技
術、文献検索法、論文のまとめ方、発表
の方法などを習得する。

実際に研究実験を行いながら、自然科学の
方法論や技術を身に付け、獣医学科６年間
の学習の完成を目指す。究極的には「科学
する」態度の習得を目標とする。

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

畜産学概論 講義形式が中心となるが、畜産に関する
事件・事故を取り上げレポートをもとに
討論もする。

知識・理解の観点：ウシを与えられ、誰か
らの援助がなくても、成長させ子ウシを生
産することができるようになること。
思考・判断の観点：社会で起こっている畜
産を取り巻く状況の原因を色々な角度から
考えること。
関心・意欲の観点：講義に関する疑問点
を、自ら調べ評論できること。
態度の観点：「受」業態度は重視する。

◎ ◎ ◎ ○ ○



家畜飼養学 飼料は生体に取り込まれる前の総エネル
ギーから糞中に排泄されるエネルギーを
除いた可消化エネルギーを経て、さらに
尿中エネルギーおよび反芻動物の場合は
ルーメン内微生物の発酵過程で生じたメ
タンのエネルギーを除いた代謝エネル
ギーになる。最終的には、代謝過程で生
じる熱増加を差し引いた正味エネルギー
が動物の維持や生産物に転換される。本
授業では、その過程で生じるエネルギー
の量的・質的変化についての基礎的な概
念を理解してもらう。

知識・理解の観点：エネルギー代謝を理解
する。
思考・判断の観点：生体でのエネルギー代
謝と物質代謝の相互関係を理解する。
関心・意欲の観点：畜産物が生産されるま
で、動物の体のなかでどんな変化が起こっ
ているのだろうかに関心をもってもらえば
成功。
態度の観点：家畜を飼うことの難しさ、大
変さを理解する。
技能・表現の観点：実際、家畜を飼ってみ
たいと思うようになれば大成功。

○ ◎ ◎ ○ ○

家畜遺伝学 家畜における、諸形質の遺伝現象を解説
し、遺伝の仕組について、集団レベル、
個体レベル、細胞レベル、分子レベルで
の理解を深めることを目標とする。ま
た、遺伝形質の捉えかたを、形態、代
謝、分子多型の面から解説し、家畜のゲ
ノム解析への理解を深める。

家畜や動物を対象として、
１）遺伝変異の概念と遺伝の仕組みを理解
する。
２）さまざまな遺伝様式を理解する。
３）集団レベルの遺伝変異の解析法を理解
する。
４）変異の分子的基礎を理解する。
５）ゲノム解析と分子進化の基礎を理解す
る。

○ ○ ◎ ○ ○

畜産学実習 おもに付属農場で実習する。また、山口
県畜産試験場などを見学する。

知識・理解の観点：家畜が何を求めている
か想像できること。
関心・意欲の観点：安全・安心な畜産物を
生産することに意欲的になること。
態度の観点：辛い作業があるが、それから
逃げず進んで経験すること。

○ ◎ ◎ ○ ○

畜産物利用学Ⅰ ○ ◎ ◎ ○ ○
畜産物利用学Ⅱ ○ ◎ ◎ ○ ○
牧場実習 産業動物のみならず、野生動物の飼養管

理や臨床繁殖について自ら体験実習する
ことにより理解を深める。これらの動物
の飼養管理、人工授精や妊娠維持とその
管理、分娩等について体験実習する

○ ◎ ◎ ◎ ◎

生物統計学 生物分野で要求される統計学、推計学に
関する基礎的知識を解説し、各種検定法
の正しい利用法と解釈を講義する。

獣医学で必要となる疫学統計および生物学
実験における生物統計について基本的な処
理方法を習得する．

◎ ○ ○

生物統計学演習 様々な統計値の意味と求め方を説明す
る。確率論を学びながら、統計値計算の
基本的な演算技術を習得し、さまざまな
統計的検定の方法について学ぶ。表計算
ソフト Excelを使って、生物データをも
とにした演習問題を解く。

知識・理解の観点：1.分散、相関関数など
の統計値を求め、その意味を理解できる。
2.不確実な現象の構造を、確率分布の考え
で理解できるようになる。3.点推定、区間
推定などの統計的推定ができる。4.正規検
定、t 検定、カイ二乗検定、分散分析など
の統計的検定ができる。5.応用として、た
とえば、「細菌の集落が独立に分布してい
るか」、「服用する薬に効果があるだろう
か」という具体的な問題にも解答を与える
ことができる。　　思考・判断の観点：統
計分析の方法は、ほとんどの学問分野、あ
るいは職場で必要とされる。将来どの分野
に進むとも、有用な思考・判断力を養え
る。　　関心・意欲の観点：不確実現象の
数学的構造が理解できるようになるので、
それらの現象についての関心が深まる。
態度の観点：純粋数学と異なる、経験法則
という論理を身に着けることができる。
技能・表現の観点：Excel に習熟できるの
で、統計処理の技術を身に付けることがで
きる。

◎ ◎ ◎

生物化学 この講義は２年次の「生化学」の内容を
受け、まずその復習とヌクレオチドの代
謝、生体膜について講義する。ついで細
胞間の情報伝達系である内分泌系に付い
て基礎的な分子機構を解説し、その実例
をやや詳しく学ぶ。さらに細胞を形作る
細胞骨格や筋肉の分子機構、細胞外マト
リックスなどについて概説する。

知識・理解の観点：膨大な生化学の領域の
アウトラインを理解し、将来どのような専
門領域に従事してもその分子機構のディ
ティールを学び取れるよう、最も基本的な
知識をしっかり身に付ける。　　思考・判
断の観点：細胞の中で起きている代謝反応
の分子レベルでの理解に基づき、その変化
や異常に接したときに本質を見抜いて適切
な判断と対応が取れるような能力を身に付
ける。　　関心・意欲の観点：自分の体
内、動物の体内で起きている様々な現象を
分子レベルで説明することを常に心がけ
る。

○ ○ ◎ ○ ○



分子生物学概論 分子生物学ないし分子遺伝学はあらゆる
生命現象を理解するため の基盤となる基
礎分野である．獣医学における基礎およ
び臨床研究を意識しな がら、遺伝情報の
発現の観点からより普遍的、基礎的に生
命科学を体系的に整 理して眺め、そこに
おける知識と方法論を概説する．

知識・理解の観点：1）遺伝子発現の基本的
メカニズムが説明できる．２）細胞の機能
とその調
節を遺伝子 発現の観点から理解できる．
思考・判断の観点：１）生命現象の理解に
分子レベルの解析、方法論をもって対処で
きる．
関心・意欲の観点：
１）獣医学的基礎研究、臨床研究を分子生
物学的立場で理解しようとする意思を示
す．

○ ○ ◎ ○ ○

水産動物学 地球表面の70％以上を占め、生命が誕生
した水圏環境とその保全について述べ、
そこに生息する動物群を系統的に紹介す
る。水圏環境には動物界すべての群が出
現し、水産上の有用種として一次産業の
対象となっている種類が多い。このほか
小型の有害種も多く、人類にいろいろな
意味で影響を及ぼしている。これらの代
表種を陸上のほ乳動物と対比させて講述
する。

知識・理解の観点：水圏環境の特徴、動物
界の系統分類
思考・判断の観点：漁業対象魚介類の特
性、養殖魚介類の特性
関心・意欲の観点：食用有用種
技能・表現の観点：小テスト、英文和訳の
完成度

◎ ○ ◎ ○ ○

専門科学英語 本講議は英国人による授業で，英文の本
を読むことを中心に，英語に慣れること
と初歩の医学英語を学ぶ。

知識・理解の観点：１，基本的な医学英語
の単語が正しく発音出来る。２，基本的な
医学英語文を正しく読み，理解出来る。
関心・意欲の観点：１，医学英語に積極的
に親しみ，日常的に読む態度を身につけ
る。

◎

フィールド演習 鳥取大学，愛媛大学および広島大学の
フィールド関連施設において，実習，講
義，野外調査ならびに施設見学などを行
い，自然と環境，生物の生態系，栽培技
術などへの理解を深める。実習先は以下
の３箇所から１つを選択する。
・鳥取大学農学部フィールドサイエンス
センター教育研究林
・愛媛大学農学部附属農場
・広島大学生物圏科学研究科附属瀬戸内
圏フィールド科学教育センター竹原ス
テーション

知識・理解の観点：自然と人間との関わ
り，生物生態系の重要性，生物生産と私た
ちの生活との関わりについて理解する。実
習，実験で得たデータの解析，発表方法に
ついて修得できる。
思考・判断の観点：森林と人間の関わり，
果樹の栽培技術と果実成分，海洋生物の生
態などに関する思考が身につく。
関心・意欲の観点：フィールド関連実習全
般について関心を持つようになる。
技能・表現の観点：調査方法，分析方法，
データ解析方法および発表方法に関する技
術が修得できる。

◎ ○ ○ ○ ○

就業体験学習

企業、官公庁または農業法人において、
自らの専攻、将来の職業に関連した実習
あるい
は研修的な就業体験を行うことにより、
自己の職業適性や将来設計を考え、主体
的な職
業選択および高い職業意識の育成を図
る。

◎ ○ ○

○ ○

可以上で到達と判定
する。

可以上で到達と判
定する。

可以上で到達と判
定する。

可以上で到達と判
定する。

可以上で到達と判
定する。

可以上で到達と判
定する。

H　　　M　　　W
H　　　M　　　W
H　　　M　　　W
H　　　M　　　W

H　　　M　　　W
H　　　M　　　W
H　　　M　　　W

１．既往の研究を調査し、自分のテーマと関係づける。研究テーマ
２．自らが行った実験、調査の結果から、新たに得られた知見、問
３．研究結果に関して討議できる。
４．主体性を持って実験、調査を行う。
５．その他注目すべき点

１．資料やスライド等が適切に用意されている。
２．発表の道筋をよく理解しており，発表の態度が堂々としてい

判　定　す　る　項　目

例　卒業研究の達成度判定基準

発表技法に関する到達度判定

発表内容に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定

    

判　 定

    ３．相手に理解させようとする努力が感じられる。

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き） １．獣医学科のＧＰ項目の基準をすべて達成していること。
２．卒業研究の内容に関する到達目標の達成度が基準に達していること。（達成度判定基準は別表１）
３．卒業研究の発表に関する到達目標の達成度が基準に達していること。（達成度判定基準は別表２）

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）



H　　　M　　　W

注１）H (high)：3， M (middle)：2， W (weak)：1 点とし，判定項目 (1) から (4) までの合計で点数評価す

４．質問の意味を正確に把握し，的確な答えをスムーズに話すこと
５．その他注目すべき点


